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(1) 集約型の都市構造が進むことによる暮らしの変化のイメージ 

[街なかのイメージ] 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[郊外部のイメージ] 

 

 

 

 

 

 

 

このままいくと２５年後は 

集約型の都市構造形成が進むと 

このままいくと２５年後は 

バス路線の減便
や廃止が進む。 

店舗などが撤退し、身近な場所でサービスが受けられない。 

人口が減少していく中でも、市街地を維持するための費用は変わらず、財政への影響が懸念。 

中心市街地をはじめとした拠点での賑わいや拠

点機能が低下。北九州市としての魅力も低下。 

空き家の発生に

よる治安の悪化。 

高齢化が進み、買い物や通

院などの問題が悪化。コミ

ュニティも薄くなり、見守

りもあまりできなくなる。 

 

居住の誘導 

バス路線を⽀線化 

バリアフリー化など
で乗り継ぎを円滑に 

拠点や公共交通軸沿線に
おける居住や都市機能誘
導の推進 

空き家の除却促進な
ど良好な環境を確保 

運⾏頻度を確保 

空き家の発生（防犯性等の低下） 

路線バスの廃⽌ 

運⾏頻度の低下 

このままいくと 

土砂災害の恐れのある区域

から安全な街なか区域へ。 
外出する機会も増え、 
歩くことでより健康 
になれる。 

コミュニティが維持され、 
見守りや助け合いの中で 
暮らせる。 

車を運転しなくても 
私用を済ませられる。 

 

公共交通を便利に 

利用できる人が 

増加する。 

 

身近な場所で、通院やデイサービスが受けられ、 
家族にとっても安心。 

 

育児施設も身近にあるから、
共働き世帯でも安心。ゆとり
をもった暮らしが出来る。 

誰もがアクセスしやすい街なかに 
働き口が確保されやすくなる。 

 公共施設が便利な場所に集約され、より利用しやすくなる。 

集約型の都市構造形成が進むと 


